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実験 1~ 10までの結果に基づいて、乱但Bの生起メカニズムについてのモデルを提案したD このモデルで
は初めにターゲット刺激に対する順応の生起を仮定する。低次の視覚野(例えば、 V1やV2)でのターゲツ
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ト刺激への順応の結果、より高次な視覚野 (V4等)でのターゲット刺激の表象の活性化が低下する。そし
てさらに運動刺激に外発的注意が逸らされることによって、高次な視覚野におけるターゲット刺激の表象の
活性化がより低下すると仮定される。これらのプロセスによってターゲット刺激の情報が視覚情報処理のあ
る段階で失われ、その代わりに背景からの情報が充填され、孔但Bが生起すると考えるモデルである。孔位Bは
実験室実験だけでなく自動車運転場面においても起こりうる現象であり、このようなモデルの提唱は視覚的
意識を考える上で貴重な示唆を与えるものである。
審査の結果の要旨
本論文で取り上げられた阻Bの現象そのものは Bonnehらが2001年に報告した現象であり、その後いく
つかの研究グループにより断片的にその生起要因についての検討がされている。本博士論文はこれらの要因
をすべて系統的に検討し、要因間の関係を追及し、 MIBの生起プロセスのモデルを提唱していることが高く
評価できる点である。モデルの詳細に隠しては再検討の余地が残る点も若干あるが、大勢には至らな¥"。ま
た実験室実験のみに終わらせずに、日常的なシーンにおいても生起しうる可能性のある現象であることを実
証し、その予防策を提唱し、視覚的意識に関する研究の発展にも寄与している点も高い評価に値する。
平成24年 1月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。
よって、著者は博士(心理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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